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渦発生 ジ ェ ッ トに よ るデ ィ フ ユ
ーザ流れの は く離制御
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且．緒 論

　 は く離 ボ川，れ は，」 ネ ル ギー一
損 失 や 振 動 な ど ユニt’： 卜好 よ

ピ ｝ い 現 象 で あ る ；丿 ，混 合 促 堕な ど，⊥ 了 的 に 有効 な

面 を 佃　 も っ ，故 に 、ほ く離流れ こ抑制す る た　 で な く，
lLくL，tL　1／rLれ む ll，［亅f卸r5「

る こ ．　カヨ亨皇ま　L．し ・ ，　測】白勺・　、
’
t く』隹｝倒

御 御 ・1能 と す る 技 術 ↓： し て ，渦 発 生 ジ ェ ッ ト 〔VGJ ） が

血 彗　1 日 され て お り，数 多くの 研 究 が な され ，誘 起 され、

1．　ftf咼の 斉動 や ，は く 識 ，iSl】御 の 有 効 性 〃 ・明
’
、 、丿A に され て

1、・る 】 ．t，た ，ジ ェ ッ トを 吹 出 し　．場合 に お け ろ は く離

、オ　 ，IL動1幾構を明 らか とす る た め ，数 種 の ン ェ ッ ト吹

出 い 丶ラ x −．タ と シ ニ匚 ．
ソ ト を 吹 出 し た 場 合 の は く離流れ

：
一

丿
．之 る 影 響 と の 関 係 に つ い て 明 らか に され．て い る，著

者
』

桝 」 く 離点 か 固 定 Liit後 方 ス テ ッ プ に お い て ，　 Ml・l
h ．の 制 御 を 実 施 L ，シ r ソ トと モ 流 と の 1上1夏比 VR と

シ ・．・ト吹 出 し ピ ッ チ に
．
）い て ，は く離 流 れ 　

r
与．え る．T 二

も ｛明
’

か に し た が
コ／

，シ ェ ／ トを 吹 出 し
tt
場 合 に お ｝1

11r く壌流れ の 抗動機 構 を 説 明 す る に は 不
．
卜分 で あ る，

，t　 t］M　 ／A　 l 、は く 離 　 卍 移 動 す る 　 イ フ ；・．・・一サ 奄れ に 齊

え 、制 御 対象 を 再付 盲 点 ，ハ ら は く離 点 に 変 更 し、単
一．一の

　 　 ’トナ 吹 出 L
．Pr

合 に お ；，7 実 験 粘 ．装を 報 lt す ろ．

2，実験装 置 及 び 実 験 方 法

　流路 け 図 1 に 示 す H 開 き デ ィフ ユ
ー

ザ を用 い た の．入

［ 旋 路 高 さは H ＝201Tllll、入 ロ ア ス ペ ク ト比 7．5 で あ る 、

聞 き 角 を α 司 ぴ と し，デ ィ フ ユ
ー・

ザ 部流 れ 方 肉長 きば

1 川 mm （
＝2｛〕H ）で p る ．助 走 路 と デ ィ フ t− 　一’．一→i は 曲 千

r＝8艙 mln で 滑 らか に 接続 し た ．図 1 に 示 す よ う に デ ィ フ

s
− U　 ！・．　L1接 合 部 の 壁 面 の 曲 ≠ 中 心 を 座 標原 点 と し，流

れ 方 向 を X ，流 路 高 i 方向 を Y ，ス バ ン 方 向 を Z と止 義
．
，

．
る．プ 気 を 作動流体 と し，XIII＝− 37．5，　 ZfH ＝〔1 を 基 準

点 1二 L．，基 準 点 主 流 速 度 は U ＝2〔〕1n！s （H を 代 表 長 さ と L

．ReH＝2．7 × 1〔｝4） に 設 定 した ，こ の 時，拡 大 壁 の み で は

く離 が 柱じて い る こ と を 確 認 し
．
，VGJ は 図 2 に 示 ナ

XIH ＝．．’．75 ，ZIH ＝O の 位置 に ピ ッ チ 角 （p＝45
’
，直 径 d＝2nlm

の ジ ．ッ ト孔を 1 っ 設の た ．ジ ェ ッ ト孔 は 構 造 上 ，回 転

半 律 ノ 5mm と な る ．ジ ェ ッ ト孔 は ス キ ＝ L　F．角 を θ＝15〜

ge
．
に 回 転 す る こ とが で き，ジ ェ ッ ト速度 は ，ジ r．ッ ト孔

1 流部 に 設 置 し た
．
プ レ ナ ム 室 の 圧 力 を 用 い ，予 め 求 め て

お い セ 吹 ttiし速度 とプ レ ナ ム 圧 と の 関係 か ら設 定 した．

　 丸験 で は ジ ェ ッ トの VR と ジ ェ ッ トと 主 流 と σ）ス キ ュ

ー一角 t〕を 変化 させ ，デ ィ フ ユ
ー一サ 壁面 の 順流率 と壁 面 静

圧 を 汁 測 した ，順 流率 は 壁面近傍 の 流 れ の 順 逆 流 を 検 知

III 能 ・1／マ イ ク ロ フ ロ
ーセ ン サ （MFS ） を 用 い ，　 XIH ＝〔｝、

151 お い て 計測 L た ．壁 面 静 圧 ｝
−k，XIH ＝一一5 〜25 に お い

て ／1Tl 則 し た ．ま た ス キ ュ
ー

角 を 変化 さ せ た 場 合 ，デ ィ フ

t・．一一一ザ 部 ス バ ン 全 域 の 壁 面 近 傍 流 れ を タ フ トに よ り 叮視

化 した ，

3．実験結果 及 び 考 察

　図 3（a ＞に θ＝90
°
で ，VR ＝0〜3．5 と 変化 させ た 場合 の 順流

率 Yp分 布 を示 す ，順 流 ≠ γp は 単 位 時 間 当 た りの 流 れ σ）向

き が 主 流 加
「
1］で あ る 時 間 刮合 と L．，は く離点 Xs を 1慎流

率 50％ の istwと 定 義 す る．VR 二〇 5 て は は く 離流れ．　与．え
る 影 響 が ・」さ い が，VR の 増 丿1］に fトい は く 離 点 が h ／1匚に

移 動 し 、VR ＞2 て 、．：，は く 離 が 生 L て い な い 　VR 冫 2 の 順

流率分 tti　it ｝し い の て 、　 VR ＞2 で は、は く雕 流 オ1 ・の 影

響 も飽 和 し
．
（い る と 考 え られ る ．iズB （b）に VR ＝2 で ，〔1＝15

〜9〔）
’
t 変化させ た 土 ｝の 順流 率 分 布 亡 Tzす ．｛1＝〔ド 1よ吹 出

し 無 し の 場合 で あ る ，0 が 9〔r に 虹 づ くに つ 2 ，け （離 点

が 下 流 に 移 動 す る．以 L ；
一
り，速 度 比 VR の 増 加 な ら び

に ス キ L
−．一

角 θ が 90
．’
に 近 づ く 1＿’）才L ，順 rrEI、か ら 逆 流へ

と 遷 移 す
7

領 域 が 広 ．（な ζ　 そ の イ キ は く離，・t’
．
1tLへ

と 移 動 きせ る，

　図 4（a ）に e＝90
°
で ，VR ＝｛〕〜3．59 変化 させ た 」 今 σ〕壁 面

前 圧 係 数 Cpw 分 布 L ’1くす ，壁 面 静 L 係 数 Cpw ほ 各 X 座

標 で の 壁 面 静 圧 と 基準 点 壁 面 静 月
．
との 差 を基 準息 劃」圧 で

無 次 元 化 した 値 で あ ろ ，点 線 は 順 論 率 刀 布 か ら
．
陰め た は

く爵匪点f立昌．で k冫 る．レ（13（a ）と 同様、VR の ±曽加 に f半い Cp “

が 増 加 す 1 うヨ，VGJ に よ る は くh庄流 れ への 夙 ノ塁ヵ 顕 箸 1こ

表 わ れ な い ，図 4〔bゾこ VR ＝＝2 で 一 う
二15一りげ と 緊化 猷

場合 の Cpw 分布 tt　・1 （す ，図 3（切 と同 様 ，〔
一
｝が L，O

’
に k つ

く に つ れ．、Cpw は 増 加 す る が，　 VGJ に よ る it く離 寵れ ’・

の 影響 は 顕 著 に 表 わ れ ず，Cpw は III貝t）lu 判 ＿比 へ、　 VGJ の

は く離 流 れ に 字 え る 二響 を 顕 著 に 反 映 せ ず，は く隠 領 域

の 流動 機 構 の 把握 に は 適 さない 、

　 図 5 に タ フ トに よ る 可視化 の 結果 を示 す，吹出 し 無 し

の 場合 を （a），θ＝3〔γ
．
，60

’
，90

’
の 湯 含 を そ れ ぞ れ （b），（c）．（d）と

す る．VR ＝2 で Z 軸負 方 向 に 吹 出 した ，θが 9 〔〕
日
に 近 づ く

に っ れ ，は く 離領 域 が ジェッ ト吹 出 し 方 向 に 移 動 し ，S．U
　（図 5 中 記 号 表 参 照 ） で あ る領 域 が 増大 し，T ，　 F で あ る

領 域 が 縮 小 し
一
（い る．V （｝J に よ ・）誘起 さ れ る 縦 1咼

2
ほ ，

ジ ェ ッ ト吹出 し側 で は 、は く離 領 域 か 移動 し 、反 対 側 で

は ，ぱ く離 を抑制 し て い る と考え られ る，

4．結 論

1） VGJ は ，は く 離 の 発 生 を 妨 げ ，は く離 点 を 下 流 に 移

　 動 させ る．
2） 順 流 率 の ほ うが は く離 抑 制 効 果 の 評 価 に は Cpw よ り

　 適 して い る，
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